




A study on the current state and issues of care service in Luwan.Shanghai.China 
Zheng Shi Kazuyuki Koike 
Abstract 
Shanghai is the first city in transition to an aging society since 1979 and Luwan District， 
and the highest rate of aging. According to statistics from the sixth census of 2010， people 
over 60 reached 26% of the total population --a super-aging society. 
Issues of aging and the deterioration of the implementation of one司childpolicy have re-
duced the ability of the traditional family care. Recently， ithas increased use of nursing 
home elderly. 
The purpose of this study is to clarify and analyze the current situation and issues satis-
~faction of nursing home care services in Luwan District. 
Results are as follows. 
1) The average age of residents was 83.3. 
2) The main reason for nursing home use is di血cultto care home residents a high level of 
care. 
3) The nursing home meals， rooms， facilities， care staf satisfaction with services was high. 
4) Satisfaction with recreational services such as leisure satisfaction was lower compared 
to meals， rooms. 40% of residents were looking for leisure entertainment services. How-
ever， 30% of residents did not want the leisure entertainment services. 
5) 70% of leisure time watching television residents， 30% of people are reading newspapers 
and talking to friends. 
6) The public people in nursing homes were higher satisfaction with life than those of pri-







































































































































































































































































































































高血圧 結民病 脳血控 心臓病 骨折 暗
ある人 6 1人 何人 犯人 4人 16人 5人
ない人 7 1人 96人 97人 8人 16人 127人
患う割合 46.20明 27.30首 26.50拡 3.30弘 12.1 0九 3.80出
9)養老院へ入居する大きな理由は、現在の
各家庭では家族が、介護度が高く高血圧
や心臓病を有する高齢者の世話をするこ
とが困難であるからであった。(図2)
図2 施設へ入居した主な理由
10)養老院を選ぶ基準とて高いものは、養老
院の設備とその養老院のそばに病院があ
るということであった。
11)養老院を利用する費用は本人や本人と
子供とで、支払っている場合が多く、また、
料金の設定については、 6割以上の人が、
普通であると認識していた。
12)養老院のサービスの満足度は、食事・居
室・設備・管理者の対応・護工対応につ
いて調査した。それぞれの結果は、8割~
9割が満足していたOまた、余暇・娯楽サ
ービスについては、食事や居室などのサ
ービスに比べると低い傾向にあり、 5割
の満足であった。(図3)
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図3 養老サービスの満足度
13)利用者の養老院における娯楽に対する
欲求は必ずしも高いとはいえない。約4
割の人は何らかの娯楽サービスを求めて
いるが、約3割の人は娯楽サービスを求
めていなかった。
14)現在の養老院で実際に行っている娯楽
サービスは、テレビの視聴が最も多く、約
7割、次いで新聞を読む・友達と話すが
約3割であった。
v.考察
調査結果より、現在の上海慮湾区の養老
院の現状と特徴を述べるO
養老院の利用者の年齢が高く O 養老院の
利用者の平均年齢は 83.3歳で、後期高齢者
の方が多い。疾病では、高血圧、糖尿病など
の高齢者が多く自立生活を困難にしてい
る。核家族化が進む、現在の家庭環境では要
介護高齢者は施設入居サービスである養老
院で介護してもらわざるを得ない傾向にあ
るO 結果的に家庭に経済的負担をかけてい
るO
国立養老院の建物や設備は新しいもの多
いが、費用も高い。民営養老院のほうは国立
養老院ほど費用は高くはないが、私立に比
べるとやや高い。私立養老院の利用者の費
用への認識は普通だと思っている人が全体
の6割、高いと思っている人が全体の 1割
であり O 利用者の認識からすると慮湾区で
は私立の費用が理想的であると思われた。
今回の調査では、養老院の各種サービス
への満足度が全体的に高い傾向にあった。
中国上海市慮湾区の養老院におけるサーピスの現状と課題
その要因を考えてみると、一つに利用者
が寝たきりであるなど介護度が高い事があ
げられる。介護度の高い利用者は、介護サー
ビスの内容や質を求めるというよりは、人
が生きていくうえで最低限の衣食住のサー
ビスがうけられるだけでも満足を感じる。
つまり、暖かい所に住むことができ、3度の
食事が提供され、ある程度の身体介護が受
けられることで、それを満足の評判基準と
したのだと思われる。
現在、入居している利用者の多くは、第2
次世界大戦当時に生まれ、幼いときに不安
定で、けっして高いとは言えない質の生活
を体験している世代である。
したがって、質の高い生活が理想的で、そ
の様々な生活を送りたいと理解しながら
も、食事、住居等の生活機能がある程度、保
障されることで、調査には満足であると回
答したとも考えられる。
これらのことを考慮すると、調査結果の
数字だけでサービスの満足度をそのまま利
用者の満足度及びサービスの質と関連づけ
て判断することは難しい側面もあると思わ
れた。
娯楽サーピスへの欲求が低い理由も現在
の利用者の生活歴や時代背景からくる娯楽
への価値観や娯楽ニーズの所在の違いから
くるものだとも予測できる。
全体的には、国立、民営、私立の養老院に
おける利用者の満足度は高い結果になっ
た。経営モデル別のサービスのちがいにつ
いての検討は実施しなかったが養老院の3
つの経営モデルによってサービスの満足度
には差がみられる。
例えば、国立と私立では食事、居室、設備、
管理者について国立のサービスの満足度が
高い結果になった。これらの満足度の差は、
サービスの質と関係があると思われた。
また、これらの差は、養老院の利用費用と
関係があるよううにも思われる。費用が高
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ければ、それなりにサーピスの質も高くな
る。利用料金の差は、当然現在の中国のそれ
ぞれの経営モデル別の補助等のあり方に関
係する。
養老院のサービスが必要な高齢者が手ご
ろな費用で、これらのサービスを受けられ
るよう、今後は、国全体の経営モデル別の補
助のあり方についても検討がなされる必要
があると思われた。
今回の調査はサービスの満足度という視
点で実施した。
養老院のサービスへの満足度への差が生
じることは当然それぞれのサービスの質と
の関係が重大であるO 今後はもう少し養老
院内の食事、居室など個々のサービスの質
に関する詳細について調査することが必要
であると思われた。
今後も大きな変化が予測される、現在の
上海で生活する人たちの生活様式や余暇・
娯楽に対する価値観などを考えると今後の
養老院における、様々なサービスの内容や
質を検討する必要がある。
中国においても、日本同様に変化する利
用者の新らたなニーズになるべく早く対応
することが重要になると思う。
また、 3つの経営モデルのサーピスにつ
いても、それぞれのサービスのあり方や役
割、機能について中国の福祉事情や利用者
の介護度の程度、経済的状況に合わせて検
討しなければならないと感じた。
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